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長崎民の概要

長崎県
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■造 船 業 :造船関連製造品出荷額
約4,600億円0)

■水産業 (海面漁業・養殖業)
:生産量②26万フ干 トン (全国2位 )
:生産額9900億円 (全国2位 )

(1)平成24年工業続計
(2)第 60次長崎農林水産統計年報

長崎県の盪み屋造船業』

①海洋再生可能エネルギーの技術開発にお

いては、造船関連技術の活用が可能です。

②先進的な海洋再生可能エネルギーの研究

開発を行うプロジエ

`フ

トヘの参画を通した

貢献が期待できます。

③参画することで経験・技術が蓄積され、関

連する事業展開を行うことで、将来的に海

洋再生可能エネルギー産業拠点の中核的な

役割を担う企業群の形成が期待できます。

国本の造騒業 (よ 3兆麗超の産業

長踏県 (よ約4,600億鴎で
44=10/Oを占め、全国 2位

壬
拳

世界第 6位の広大な排他的経済水域 tま
様でな海洋資源を有する我が医のフロンテイア

長姶 (よ、海洋国家日本の最議線に位置する海洋果

■人   □:11427千人
■県  : 域 :東西213k m、南北30フ km(九州本上に匹敵)
■海岸線延長:4,203k m(北海道に次いで全国 2位 )

■離 島 数 :594(全国1位 )

Ⅲ

国内 船舶製造・修理・舶用機関製造業
製造品出荷額等 (H24工業統計)

その他3,411
10.5%

②千葉県649

①大分県884
27%

⑩佐賀県1,156
3.6γo

◎山□県1,275
39%

③神奈川県1,626
5.0%
②静岡県2,003
62%

⑥香サI県2,694
83γ。 ⑤岡山県2,713

84%

長崎県業種別製造品出荷額等

(H24工業続計)

県 計 :1兆フ・750億円
(単位:億円)

食料品製造業

全国計:3兆 2,425億円
(単位:億円)

―「P辮
甲

20%

90%

オ隷華轟ご翼楽ュ::y竜
彊乗.彊 発

16.8%

電子部品・デバイス・

電子回路製造業21610

2,376 13.4%

14フ%

●01



長崎県の高い

エネルギー・ポテンシヤル

【洋土風力発電】【潮流発電】
長障県は、洋上風力発電や潮流発電の

導入ポテンシャルが高い。

潮流発電導入ポテンシャル
【潮流デーダ】(資料:NEDO)
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潮流が強い箇所のほとんどは瀬戸内海

と長障県を含む九州西岸に存在してお

り、長崎県内の多くのポイントで2m/
s以上、場所によっては3m/5以上に
なるポイントもあります。
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洋土臓力の導入ポテンシャル

嵐遠区分

‐ 0,5‐7.5m/s

lllE 7,S‐8,Sm/s

口 8.5m/s以 上

」れ一一“・・・・・

0 600 km

0
●

地上高80mの風速分布は沖合でフ.5～
8.5m/sの海域が広く存在するなどて
長崎県内で洋上風力発電事業の実施可

台留陛のある海域が確認できます。

●●●●●
本県は洋上風力、潮流とも

ポ テ ンシ ャルが あ る

003
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0風速や流速などの自然条件が良好なため、
洋上風力発電や潮流発電のポテンシヤルが高い海域です。

●地元漁業者と協議を重ね、海洋エネルギーに関する理解が深まっている海域です。

●実証実験から実用化・商用化までを見据え、関連企業の集積、

海洋エネルギー産業の拠点形成を目指しています。

①五島市椛島沖(浮体式洋上風力)
自 然 条 件:高さ80mでの月平均風速フ.Om/s以上が年間9ヶ月
実施中の事業:【環境省】洋上風力発電実証事業
"。 2013年 10月に2MWの浮体式洋上風力発電の実証機を設置し、
実証実験が継続されています。

OO

監
合
③

①五島市椛島沖

②五島市久賀島沖

浮体式洋上風力

海 域

′ ③西海市江島・平島沖

エネルギー
の種類

■■
口日

04●
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西海市江島・平島沖
(平島東側海域)

西海市江島・平島沖
(江島東側、江島北側海域)

―ター便

鞠

②五島市久賀島沖(潮流)

自 然 条 件:最大流速3,Om/s
実施中の事業:【環境省】潮流発電技術実用化推進事業

【NEDO】 海洋エネルギ=技術研究開発事業
潮流発電実証機を実海域に設置できるよう調査・開発が実施されています。

③西海市江島・平島沖(潮流)

自 然 条 件 :最大流速2.Om/s
特    長 :小型試験機や実機による実証実験を行うための比較的穏やかな海域です。
ベンチヤー企業など技術開発の初期段階にある企業の参画にも適しています。

1駐:事習∵!

長崎県の海域で実証実験等を実施する

プロジェクトを募集しています。
詳しくは長障県産業労働部海洋産業創造室

にお問い合わせください。

TEL.095‐ 895‐2695
E― maiti s05555@pref.nagasaki.tg.」 p

ゝ

塩壼
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長崎県

実証フィールドの特長

1.漁業との良好な関係
地元漁業者と協議を重ね、また環境省の実証事業も

実施されていることから、海洋再生可能エネルギー

ヘの理解があります。

地元関係者と実証フィールドをつなぐ地域協議会を

設立し、情報共有のうえ、協力しながら事業を進める

こととしています。

2.夫証ノイー
'レ

ドヘ、σ)支援

Z4!!.
近隣海域における
事業用フィールドの確保

実証フイールドの海域のほかにも、事業化の可能性

のある海域が複数存在します。

平成25年 2月、Fながさき海洋・環境産業拠点特区」

が国の地域活性化総合特区に認定されました。海洋

エネルギー分野の総合特区は全国の中で長隋県の

みが指定されました。特区を活用した取組みにより、

海洋再生可能エネルギー実用化の早期実現を目指

しています。

6
「ながさき海洋・環境産業雇用

`創造
プロジェ

`フ

ト」の適用

平成25年フ月、地域の実情に応じて創意工夫し、産

業政策と一体となった雇用創造の取組みを支援する

ための厚生労帥省事業「戦略産業雇用創造プロジェ

`フ

ト」の採択を受けました。平成25年度から平成2ア

年度の3年間において、総事業費約19億 8干万円

でfttV日` F海洋●環境エネルギー分野の雇用拡大支

援や求職者むけの人材育成事業などを実施し、県内

全体で1,129人の雇用の創出を目指しています。な

お、このプロジ三クトを活用し、県海洋産業創造室に

おいて非常勤職員を3名雇用し、国内外企業のプロ

ジェクト誘致に取組んでいます。

〔〕.実証フィーーザレドの五危言隻
①実証海域は充分な面積を確保しています。

・浮体式洋上風力 2.フkH帝 (最終目標3区画)

・潮流      21.6knl(最終日標10区画)
②次の施設・設備を整備する予定です。

・海底送電ケーブル、変電施設、データ通信施設、観

測機器 (嵐況、流速謝 、管理施設など

5.施傘軽翡轟嘉脊
産著t

06●



実証フィールドが選定されるまで

◎平成24年 5月 内閣宮房・総合海洋政策本部
「海洋再生可能エネルギー利用促進に関する今後の

取組方針」・"実用化に向けた技術開発の力l速のた

めの施策として、実証フィールドの整備を、自治体と

も連携して取り組む。

◎平成25年3月 国が実証フィールドの募集を開始
◎平成26年2月 長ll奇県が国に提案書を提出

幌案書提出時の写真)

◎平成26年7月 長崎県が提案した3海域すべて
が実証フイールドとして選定される

実証フィールド構築を通じて

長と奇県が目指すもの

①海洋再生可能エネルギー開発の“場"を提供する

ことで、技術開発の促進と低炭素社会の実現に貢献

する。

②地元産業及び既存海域利用者との協調を基本に

した新たな地域其生事業モデルとなるb

③国内外の開発・研究機関及び大学との連携を基

に世界標準の技術開発を可能とする。

④国内外に広く門戸を開くことでアジア・日本市場

へのゲートウエイとなる。

⑤EMECと連携し、世界水準の実証フィールドのア

ジア拠点 (海洋エネルギー産業の出島)となる。

③長崎県のものづくり技術・産業を活かし、景内での

準商業サイト及び商業サイトでの事業化も視野に入

れた新たな地方産業創生の入□となる。

●Oフ



実証フィールドの海域の説明

五島市椛島沖
(浮体式洋上風力)

鵜
′

福江島

■実証フイァルドの海域

①五島市椛島沖

海域の広さ12.7kRl

(3.4km XO.8km)

■
日
Ｂ

■洋上鳳力発電実証事業

【環境省事業】わが国初となる2MWの浮体式洋上風ブ¬希覇実証機を
外洋域に設置・運転する実証事業を環境省が実施しています。

2010 基本設計
2011 小規模試験機設計・建造
2012 小規模試験機設置/実証機設計
2013 実証機建造・設置/運転開始
2014 運転/計測
2015 事業性評価/終了
(環境省パンフレット)

■実証機の設置場所

苺四島

久HB

■実証機

実証事業で得られた

データ等が活用できます。

継金
‐

五 ,テ デ i価 島中畿置地魚
栓島持舎的奪晰賞雷観鰤嗚蕩0腺

14崎祟工B市 ! t !」  0跡

08●

(環境省 浮体式洋上風力発電実証事業 公式HP)

lF泉境省 浮体式洋上風力発電実証事業 公式HP)



■気象・海象条件 :

高さ80mでの月平均風速フ.Om/s以上が
年間9ヶ月 (年平均風速は概ねフ.6m/s)

●風況シミュレーション結果
(風速分布と月平均鳳速の経時変化 (高さ80m))

ONEDO局所風況マップ
(地上高70m、 ●印の位置)

ｙ
ロ

魯 V輩
…
:

0◇

お金

,0

4患

:争

t rl

尊工すIⅢ ● =■n■

姓 :々麓韓     、

菫

埼
．
■

テ9声≧

1   ‐   ‐ .f..

常多3子 1怒

'子

ピ妻鼠jttii.・

を,,,ど
ε冬

Xtぃ ,

月 1月 2月 9月 碩 胡 Cn 7月 研 鍼 ЮЯ ll月 妍 年卒均

月学的鳳建
h「 お

aa OS 圃 ,1 |:回 4つ ,4 63趨
'3

7.Om/s以上が年間9ケ 月もあります

■海底地形

水深地形:80m～ 100m
海底勾配:概ね平坦 (海底勾配0.01～ 0.06[角度0.29°～3.61°])

群.='H盤 導域綴載 中''

■海底土質

海底土質:広範囲において中砂・細砂、岩場においても

砂混じりの岩場
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椛島沖においては、現在、環境省が実証機による実証事業

を平成2フ年度まで実施しています。

同海域での実証事業に関する間い合わせは、
・
長崎県海洋産

業創造室 (連絡先は5ページ参照)までお願いします。
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実証フィールドの海域の説明

②五島市久賀島沖
(潮流)久賀島

浦瀬戸)

福江島

■実証フ r―ルドの海域

①五島島久賀島

海域の広さ:奈留瀬戸8.Ok耐

田ノ浦瀬戸8.6k耐

■潮流発電技術実用化推進事業

【環境省事業】潮流発電技術実用化推進事業

【NEDO】海洋エネルギー技術研究開発事業

潮流発電実証機を実海域に設置できるよう

環境省事業とNEDO事業が連携して、
2014年から海域の調査、潮流シミュレーション、

発電装置の開発が行われています。

実証事業で得られた  十
データ等が,舌用できます。

ヽふ

■奈留瀬戸・田ノ浦瀬戸における海底土質

海底土質:岩、粗砂、中砂が混在。
岩場においても砂混じりの岩場。

01崎重工業株式会社HP)
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■奈留瀬戸。田ノ浦瀬戸における海底地形

水深地形:20～62m
海底勾配 :概ね平坦
(奈留瀬戸):0.03～0,05[角度 1.86°～2.フ 81°]
(田ノ浦瀬戸):0.01～ 0.02[角度0.80°～1.26° ]

瀬戸
【潮流】
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■奈留瀬戸における流速分布 (海面下30m)気象・海象条件:最大流速3.Om/s(長 崎県実測)
上潮最大流速下潮最大流速

凡

''

欝Ooぃ ニ

」 ′

(【環境省】平成26年度潮流発電技術実用化推進事業(速報値))

■田ノ浦瀬戸における流速分布 (海面下30m)気象・海象条件:最大流速2.9m/s(海上保安庁の海図デー例
下潮最大流速                        上潮最大流速
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久賀島沖 (奈留瀬戸・田ノ浦瀬戸)においては、現在、環境省とNEDOが連携して実証事業を実施しています。
同海域での実証事業に関する間い合わせは、長崎具海洋産業創造室 (連絡先は5ページ参照)までお願いします。
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(江島東側)

(江島北側)

実証フィールドの海域の説明

E2■ 年庄贖 磯Ⅲ
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手
シミュレ彎与 言ン

憚≧東側巨
O西海市江島・
平島沖   ―

(潮流ナーサリーサイト)

よ繋聰

福江島

■実証フィール ドの海域

③西海市江島・平島沖

海域の広声:,T鳥束恨11,Ok請
Jヒ側3.Ok謂

平島東側1.Ok市

■ナーサリーサイト
0比較的緩やかな海域 (ナーサリーサイト)は技術開発の初期段階にある企業の利用に適しています。
0-方、五島市久賀島沖は流速が比較的早いため、実証フィールド利用者は両海域の流速や海象条件を見ながら
試験海域の選択が可能となり、幅広い研究開発が可能です。

0また、長崎県内の実験水槽を渚用することで、水槽実験からナーサリー (西海江島・平島沖)、実機 (五島市久賀島沖)
までの一連の試験を長障県内で行うことができます。

■江島。平島沖における潮流

気象・海象条件 :

江島東側・北側 :最大流速20m/s
(既存シミュレーション結果)

平島東側 :最大流速1.5m/s
(長崎県実測).
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■平島東側の流向・流速の出現頻度 (海面下5m)

流向別出現頻度

E  W

a五粛 lCは X, E Ei誇 撃エコ働峯及

B 4禁 五 も0ゑ春  P"京 上鬱拗ゑ森
E働 憲二 100漁れ 田 部 亀生鶏 拿畠
■ 甚ε
'ぼ
二 ITJO傘碧 ■ 螂 撃I

虚盛区分 的ぼ81

流向別最大・平均流遠

N

流逮階級別出現頻度
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■江島。平島周辺における海底地形

水深地形 (江島東側・北側):20m～ 40m
(平島東側)  :20m～ 50m

海底勾配 :概ね平坦

(江島東側・北側):0.02[角度0。 9フ
°～1.03° ]

(平島東側)  :0.05[角 度3.21°]

■江島沖における海底土質

海底土質 (江島東側・北側):広範囲において砂礫、礫砂。
(平島東側)  :砂礫ないし礫砂。
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■【環境省】風力発電等環境アセスメント基礎情報

整備モデル事業での調査実施海域

西海市 (江島沖)(平成25年度調査〉

長障市 (池島沖)(平成25年度調査)

③ 五島市(黄島沖)(平成25年度弔査〉

④ 新上五島町(中通島沖)(平成26年度調査〉

■一定の自然条件が認められる洋上風力可能地

⑤ 長崎市弛島沖)

① 平戸市 (二神島沖)

■風力発昭に一定の可曾コ性のある

港湾区域等

平成25年度県調査で選定した

11港湾・海岸 (□ :港湾、△:海岸)

、ゴデ  ~二  鳴
‐鶉 巌 Ⅲ

よ

ｉ一一一】触一一　．雑騨坤犠ギ鱒“「

洋上風力発電のための調査が

実施されたエリア

ぽ

1

2

神ノ島地区

小江地区

香焼地区

神ノ浦地区

瀬戸地区

福江地区

△ 伊王島地区

△ 野母臆地区

△ 松島地区

△ 生月地区

△ 下大滓地区
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も

『

3
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平成2フ年度には、事業化の

可能性のある県内海域において、

海底地形・気象・海象調査の

実施を検討しています。 ◇
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渚用可能な実験水槽

長崎県内で利用可能な実験水槽を所有している

大学・企業は次のとおりです。
これらを活用し、発電デバイスを実海域に設置する前に

水槽での実験を行うことで、研究開発コストの

縮減を図ることができます。

■長崎大学 (長崎市 )

◎回流水槽◎造波水槽 (規則波・不規則波 )

◎波 a流れの共存場での水理実験も可能

間い合わせ先 :長崎大学工学部

社会環境デザインエ学コース事務室

【TEL1095‐819‐ 2626

■長崎総合科学大学 (長障市)

◎船舶海洋試験水槽◎小型回流水槽

間い合わせ先:船舶工学コース事務室

【TEL】 095‐ 838‐5158

■株式会社西日本流体技研 (佐世保市)

◎中速回流水槽◎高速回流水槽

◎海洋環境シミュレーション水槽

◎キャビテーション水槽

問い合わせ先i株式会社西日本流体技研

【TEL】 0956… 68‐3500

長崎総合科学大学

長崎大学
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長崎県海洋エネルギー産業拠点形成構想の策定

0「海洋エネルギー産業拠点形成」とは、従来のものづくり産業の集積を元に、 海洋エネルギー分野の需要を取り込み、技術の幅
|

を広げ集積を高度化させていく、すなわち、造船・プラント等に力[え、「海洋エネルギー」を新たな強みとして加えた、より重層的で、

成長性のある産業集積を生み出そうとする取組みです。

0さらに、類似分野の企業が一定程度集まった、いわゆる「産業集積」を目指すだけでなく、「海洋エネルギー」という新しい分野

に取り組む過程で、企業のみならず、大学、業界団体などの関係機関と企業間の協力や、ものづくり企業に限らない関連サービス、

観光、出版など、「海洋」という分野での裾野の広い産業活動を創出していくこと、すなわち「

`フ

ラスター」の形成を目指した取

り組みを進めようとするものです。

■海洋エネルギー産業拠点形成構想のイメージ図

【目指す成果】
①海洋エネルギー開発に係る各種ルールのデフアクトスタンダードの確立
(案証フィールドの姿を長輔から示す)

②
受轟建:票昆睾翌伝業撃夢0?行理錮轟軍焦大限活用)
③イノベーションによる源洋エネルギーの域外展開の先導的モデル
(ポテンシヤルや蓄積した技術を活かし国内外へ展開)

嘔念・4想

2.世界轟売館の検韓や人が世界中から集い脅つ薄鷲エネルギーの協点
“
(かつての「出島F再来を「濤洋エネルギーサで)

薄洋槃としての特性をいかしたクラス,一形成を実現し、回の働緯す新たな濤洋産業の白I出に賞れヽ。
rttRa売選,迪」から

'譲

題解決先,離鶯J、 「エネルギーの需搬ユ造1から
'エ
ネルギーの憮総悪適Iへとハラダイム

ンフトを実観。
5,鑢厳烙力の憲京と震え、長輛ら七″い Fi色海劇生】を集たす

4,

欧米舗田

実証フイールト
rrノベーショ

し
・B第輔 け患用 H痙

勒 万

大学・研究機開

1也元産強舜

簿浮エネルギー開理
'々

貨ぬノ
f〉ハ1)の蕎峰

韓趣え障慕

る撃寅斑発

・ ⊃ネク,一ハプ命擦、アン
カ■【F安とtrて金役憲1

16●



長陪県海洋産業グラスダ下形成推進協議会

■目的

0海洋再生可能エネルギー産業の拠点形成を実現させるため、海洋再生可能エネルギー関連企業の集積や県内企業の地域アンカー企

業への成長を支援するとともに 海ヽ洋クラスターの研究開発や事業化促進のための体制を構築し、共同受注体制の構築や受注活動に

取り組むことを目的としています。

●協議会は、自ら動き、産業づく
'り

にチャレンジする地場企業により構成されています。また、長崎海洋産業クラスター形成促進プロジエク

トにおいては、2014年から2015年にかけて人材育成 (ソフト面)に取組み、2016年から2018年にかけて研究開発 及び中核となる

企業の育成を行う予定です。それ以降は、「長隋海洋
`フ

ラスター研究開発・事業化促進センター(仮称)」へ展開等を想定しています。

0また、実証フイールド事業への積極的な参画を通じ、会員企業を分野ごとにグループ化し、全体のレベルアップを図るとともに、このグ

ループをアンカー企業の要望に応えるために活用する体制を整えます。これにより蓄積された経験から、将来的には各グループの中核

的役割を担う企業をアンカT企業に育てることを目指しています。

発 足:平成26年3月 19日 (平成26年 10月 10日 にNPO法人設立)
会員数:45社 (平成27年 2月末時点)

事務局 :D‐FLAG(長愉市出島町1番43号)

TEL:095‐ 893‐8251

FAX:095‐ 893‐8461

機饉,艤体等はコーディホータい
etき受け、活蜘支機導を青う

共同受注体
制の補換
受注活動ヘ
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盤 婚新事業耐出
輿徹フィールド出趣事業
〔重れ ,メン〒ナンス}

新製品調彙〔穀
計`職究開発〕

地甥企長寺による

重軒究・姜臓登とグルーフ

1チーム岳桂程度で

為子一上争止ち I!ザ

田 団

運営食に|よ、経月書割

触ブロジェクト汲び

蓼瀬企業の拠講盗
を莞てる

臨嘉観舞射
佐仕儡工専

騒、D〒,LAG、 長崎搬料衣、長時大学、
.工機センⅢ…Ⅲ農職工業曇、 など

礁内企単のネットワーク組触

長晴海導蔭禁ク,ス ター

態成機建値癌舎 1■年3月 隻足|
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農崎二卓妾 長崎儒斎環寃蔚
長鶴蕊工安講 T坪
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01ア



tV
◎間い合わせ先

長崎県産業労働部海洋産業創造室

TEL:095-895‐2695
FAX:095-895-2544

E―Maiti s05555@prefinagasaki.lg,〕 p

H2フ .3


